
今年もいっぽ畑の野菜が実り始めています。子ど

もたちが収穫しているのは，サヤエンドウです。

本格的な収穫はこれからですが，６月９日（木）

には,今年最初の収穫作業を行いました。この後は，ジャガイモなど

を収穫する予定です。手入れがいいので豊作が期待されます。また，

意識して栽培しているわけではないのですが，花壇のいちごも収穫

しています。しっかり洗ってほのかな甘みを味わっています。
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避難訓練をして感じた

のですが，普段は車いす

でなくても，緊急避難時

には車いすを使った方が

安全に，素早く避難できることもあります。いざとい

う時，確実に命を守る対応が必要です。そのために，

車いす用の簡易スロープを導入しました。普段は，パ

タンとたたんで教室に置いておき，いざという時に写

真のようにして使います。使い心地はいいです。

校庭で体を動かす活動

も大事ですが，教室内で

心静かに折り紙などに取

り組む活動も大切にして

います。折りっぱなしではなく，教室の壁面に自分の

作品を飾るようにしています。大好きな猫を折ったり，

学校でセミを折ってきた子もいます｡毎日,少しずつ増

えているので，教室に行くのが楽しみになっています。

いっぽの嘱託医でもある

小児科の先生を中心に，

市役所や薬剤師の方々の

尽力で，子ども向けの

新型コロナウイルスワクチンの接種会場としていっぽ

の施設を提供しました。いっぽの利用者でなくても接

種は可能でしたが，いっぽ利用の子どもたちは，慣れ

ている会場なので落ち着いて接種することができまし

た。６月１４日と２１日で２回目が終わりました。

生活介護事業では，月

に一回程度のペースで調

理実習を実施しています｡

材料の買い物実習もし

ています。メニューは利

用者の実態を考慮して，しばらくの間はカレーラ

イスにする予定です。利用者にとっても楽しみな

ようで，買い物の時点ですでに

意欲的でした。今回のじゃがい

もはいっぽ畑で採れたものです。

児童発達支援の子も加わって，

集中して作りました。みんなが

笑顔になるカレーライスでした。

見事に積み上げたのは，カップ麺の容器

です。これは，土曜日などのお昼に食べた

容器を丁寧に洗って乾かしておいたもので

す。シーフードヌードルがここしばらくの

流行でした。容器は軽いので積み上げるの

は大変なのですが見事な集中力で１０個のタワーを完

成させました。達成感のある表情です。

児童発達支援と居宅訪問

型児童発達支援では，父の

日に向けて，「手造りキーホルダー」を用意しました。

プラバンという，熱すると縮む素材を使って作りまし

た。子どもたちの気持ちが伝わるように，と担当者が

中心となって相談したのですが，なかなかの出来映え

です。制作のレパートリーがまた広がりました。

丹精込めたじゃがいもがたくさん

採れました。少し乾燥させたら，お

みやげに持たせます。お楽しみに。


